
 

株式会社エフエム茶笛  

平成 28年度第 2回番組審議会議事録 

 

 

 

１．開催年月日：平成 28年 7月 6日（水）17時 00分～18時 00分 

 

 

２．開催場所  ：株式会社エフエム茶笛 ２階 会議室 

 

 

３．委員の出席 

委員総数  ：6名 

出席委員数：6名 

出席委員  ：大山博（番組審議委員長）水村雅啓 佐藤智  

 黒川進 飯島静江 若月真理子 

 

放送事業者側出席者：代表取締役社長 荻野 喜美雄 

専務取締役   東 たか子 

放送局次長    宮岡 洋明 

技術制作係長  秋山 知広 

 

 

４．議    題  ：番組の放送内容について 

 

 

５．議事概要 ： 

 

議題に沿って各委員お一人お一人の放送聴取の感想・意見・疑問点などを挙

げていただき、他の委員と意見を交わす形式にて議事を進行、必要に応じて放

送事業者側出席者が説明・ 回答しながら会を進めた。 

 

 

  



 

６．審議内容 
 

委員長： 

それでは、各委員からご意見をいただきます。 

 

委 員： 

 入間市の定例市議会の放送が始まりました。市民にも行政が身近に感じられるようになると

思われます。地元放送局ならではの取り組みです。 

 

委 員： 

議会中継については、入間ケーブルテレビや「市議会だより」でも情報提供がありますが、

私には夜 10 時からの放送というのが生活のリズムに合っているため、早速聴きました。この中

で、今、身近にどんなことが話題になっているのか分かるだけでなく、市議会議員さんの話し

方や取り組み方が直に伝わって来て、結構面白いです。声だけで表情が分かりませんので、「こ

の人やる気あるのかな」とか「もっと要領よく話せば伝わるのに…」等と思いながら、時間が

経つのを忘れて楽しみながら聴きました。こんなところから、私も入間市政に関心を持つこと

が出来ました。今や、パソコンやスマートフォンで聴くことが出来るので、若い世代が市政に

関心を持つきっかけになるのではと思われます。 

 

事業者： 

 その入間市議会中継ですが、私は朝方に放送してほしいという声を聴いています。例えば朝

の４時頃だとか言われますが、それでは通常の番組にかかってしまいます。 

 

委員長： 

 市議会は私も傍聴したこともありますが、わざわざ行かなくても画面は見えなくても聴ける

というのは良いことだと思います。市民の皆さんが関心を持つということが大事ですし、あり

がたいことだと思います。一人でも多くの人が情報をキャッチできる環境が必要であると思い

ます。放送時間帯については、私の周りの 70 歳代以上の方々は、早朝のテレビで時代劇を観た

りしています。そういった時間に放送するのは効果的なのかもしれませんね。 

 

事業者： 

 朝早い番組をお聴きいただけるのは大変ありがたいことですが、同じく早朝に放送している

「年寄の逆襲 3」（日曜日，6 時～）もシニア世代向け番組ではありますが、色々とご意見が届

いています。 

 

委員長： 

 早朝の時間帯の番組であっても、賛否両論あるということですね。 

 

事業者： 

 反響があるということは、早朝であってもリスナーが増えているということです。 

 



委 員： 

 以前の審議会においても、電話でのゲスト出演の際の音質について採り上げられました。充

分な打ち合わせや調整がなされているのだと思いますが、先日、電話の向こうの方へ声が届か

ない場面がありました。また、スタジオのゲストの声が声質・音量や発声により、聴き取り難

いということがありました。 

 

委 員： 

どんなに注意していても不測の事態が発生することはあると思います。先日の電話でのトラ

ブルの際には、パーソナリティが素早く状況を把握して「音楽をどうぞ」と取りあえず話を切

り上げて対応していました。聴き取り難い音声の場合は、「○○○ですよね？」と相手の話を繰

り返して、自然な形で対話を成立させていました。 

 

委 員： 

小さなトラブルでも、パーソナリティが慌ててしまうと聴いている我々も不安になってしま

うんですが、落ち着いた対応には安心を感じます。この他にも様々な場面で臨機応変に対応し

ているパーソナリティには好感を持てます。 

 

事業者： 

 スタジオのゲストの声がきちんと放送に乗らないというケースは、スタジオ機器を操作する

パーソナリティが、ゲストのマイク（のフェーダー）を上げ忘れている場合がほとんどです。 

 

委員長： 

 私もゲスト側で出演したことがありますが、その際は、入念なマイクや音質の調整がありま

した。毎回、そうした調整が行われているわけではないのですか？ 

 

事業者： 

 そうした調整は、出来る場合と出来ない場合があります。（生放送番組では）ゲストが出演さ

れる直前の放送状況により、入念に調整できる場合もあれば、簡単なチェックで放送せざるを

得ない場合もあります。いずれにしましても、あらためてパーソナリティには指導させていた

だきます。 

 

委 員： 

全体的に見て、良い番組が多いとつくづく感じますので、これからも一層の努力をお願い致

します。 

 

委員長： 

時間ですので、以上で議事を終了致します。 

（以上で議事終了） 

  



 

７．審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置及びその年月日 

   
審議機関の答申又は改善意見の内容 事業者による対応措置 対応措置の実行年月日 

スタジオゲストの音声不良における

ミキシング調整や適切なマイクの上

げ下げの向上。 

各パーソナリティへ指導。 平成 28年 7月 11日 

 

 

８．審議機関の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表の内容、  

方法及び年月日 
 

本議事録を、下記の日時、方法にて公表・閲覧可能と致します。 

・7月 12日より、弊社ホームページ（URL http://www.fmchappy.jp） にて掲載。 

 

 

９．その他の参考事項 

  
 特になし。 

以上 

 

 

 
社 名 株式会社エフエム茶笛 


